
 

 

 

 

  

「「「「学童保育学童保育学童保育学童保育のののの充実充実充実充実をををを求求求求めるめるめるめる請願請願請願請願」」」」継続審査継続審査継続審査継続審査にににに    

６月１２日、当法人が町田市議会に提出した「学童保育の充実を求める請願」の審議が文教

社会常任委員会にて行われましたので、その様子をご報告いたします。請願の審議は３月議会

に続き２回目となりますが、殿村議員（共産）より、国が昨年１０月に発表した「放課後児童

クラブガイドライン」に基づき、７０名以上のクラブを分割する課題をどうとらえているか、

との質問に対し、子ども生活部長より、課題は認識しているが、ただちに実施とはいかないこ

と、当面町田市の「中期経営計画」にそって１００名以上のクラブの増設を行うとの答弁があ

りました。また、黒木議員（まちだ新世紀）、伊藤議員（社民ネット）より「分割」をどう捉え

るのかとの質問があり、部長より国は２年後に７１名以上の補助金を廃止するとしているが、

増設したクラブを間仕切りし、２クラブとすることは可能であり、その際は指定管理者に２ク

ラブを運営させることで対応したいとの答弁をしました。 

また、子ども生活部長は今後全ての児童を対象とした「子どもの居場所づくり」の検討を始

める予定であり、子育て支援に関する国の政策の急速な変化に対応することの必要性、学童保

育クラブの今後のあり方も連動しているとの見解を示しました。 

審議の結果、子ども生活部の答弁にある「分割」方式が願意（当法人の意向）に沿うのかを

紹介議員を通して確認をする必要性がある、との結論から継続審査となりました。9 月議会で

再び審議されることとなります。 

 なお、請願署名は１４，２２５筆となりました。署名にご協力していただいた皆さんへ御礼

を申し上げます。 

 

第６回 定期総会ご案内 

         日 時 ２００８年６月２２日（日）１４：００～ 

              場 所 文学館ことばらんど 大会議室 

        

          ２００７年度事業報告および決算、２００８年度事業計画 

         および予算、役員選任、評議員選任等を予定しています。 

         会員の皆様のご出席をお願いします。  
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大蔵学大蔵学大蔵学大蔵学童保育童保育童保育童保育クラブクラブクラブクラブ    松井指導員松井指導員松井指導員松井指導員    

４月から大蔵クラブで勤務しています松井恵子です。新潟の学童保育

で１年ほど非常勤として働く中で、子どもたちと関わることの面白さを

感じ、もっと子どもたちと関わりたいと思い、学生時代を過ごした場所

でもある町田にきました。 

新しい環境に新しい職場、新しい子どもたちとの出会いと、はじめは

戸惑いもありましたが、周りの指導員の先生や保護者の方はもちろんの

こと、子どもたちにも色々なことを教えてもらいながら、毎日楽しく勤務させていただいています。と

はいえ、100 人という大きな集団を前にして、一人ひとりの子どもたちに目を向けきれているだろう

かと、日々反省をしています。子どもたちの「あのね」という声にしっかりと耳を傾けていけるように、

自分を成長させ子どもに寄り添っていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

わんぱくわんぱくわんぱくわんぱく学童保育学童保育学童保育学童保育クラブクラブクラブクラブ    桐山指導員桐山指導員桐山指導員桐山指導員    

4 月からわんぱくクラブで勤務しています桐山素直です。私は大蔵学童ク

ラブの卒会生です。学童クラブ時代は毎日缶けり、キックベースなどとても

楽しい思いでばかりです。短期大学でボランティア週間があり「きっと大蔵

クラブにボランティアで行ったら楽しいのかな」「久しぶりに行こうかな」と

いう気持ちで 1 週間ボランティアをさせていただき、「指導員という仕事楽

しいな」と思いました。大蔵学童クラブに遊びに行きその思いが強くなり、

指導員を志望しました。 

指導員になってからは、日々仕事の難しさや子どもとの関わり方、対応の

仕方など様々なことで悩みながらも、毎日子どもと楽しい充実した日を過ごしています。私は身体を動

かす遊びが好きで、外遊びでは鬼ごっこやサッカーなどを子どもたちと汗でＴシャツがびしょびしょに

なるくらい元気いっぱいに遊んでいます。子どもに負けないくらい様々なことに挑戦し、頑張っていく

のでよろしくお願いいたします。 

    

事務局事務局事務局事務局    小島事務員小島事務員小島事務員小島事務員    

 

今年度より事務局で勤務しています小島祐輔です。昨年度はなか

よしクラブの非常勤として働き、それ以前はどろん子クラブ・たけ

の子クラブにボランティアとして関わっていました。子どもたちか

らは『コジ』と呼ばれています。いつもは事務局で仕事をしていま

すが、保育サポートや行事のときに各クラブにお伺いします。お会

いした時は気軽に声をかけてくれると嬉しいです。 

現場勤務ではなく少しさびしさも感じますが、非常勤から常勤と

なり子どものために働ける時間が増えたことに喜びと幸せを感じ、精一杯頑張りたいと思います。

どうぞよろしくお願いします。 

ちょっと拝見！ 
大蔵・わんぱくクラブ・事務局 



    ５５５５月月月月 10101010 日日日日（（（（土土土土）））） 
 どろん子クラブ・わんぱくクラブ交流運動会が行われました。天気はあいにく

の雨でしたが体育館で決行。総勢 170 名ほどの参加でした。優勝商品はビール

2 ケースときいて、盛り上がってスタートしました。リレー形式のボールはさみ

競争（※１）、パン食い競争、リレー、知恵比べ綱引き（※２）の 4 種目を行いま

した。運動会ならではといった種目で、場内は大盛り上がりでした。なかでもスタートと同時に大人も

子どもも猛ダッシュしてみんな口をあんぐりあけてパンに食いつく姿はなかなか見ものでした。リレー

では普段見られない真剣な顔で走り抜ける姿が圧巻でした。   

（どろん子クラブ指導員 山本）                    

※１ 大人と子どもでペアを組み間にフィットネスボールをはさんで走り次のペアに交代するというルール  

※２ ①対戦は５回、３勝したチームが勝ち ②ひとり５対戦中１回しか出場できない  

③１対戦のチーム人数は何人でもよい。                  

 

思いおこせば 1 年前にどろん子クラブから届いた、挑戦状。わんぱく

クラブにとって、どろん子クラブは４年前に分かれていった兄弟クラブ

です。この挑戦を受けないわけにはいきません。毎年、５月に行ってい

る新入生歓迎会を４月に前倒しし、歓迎会で参加者を集め、交流運動会

に挑みました。当日はお父さんリーダーを中心にチーム一丸となり、ま

た夜なべ？をしてお母さんたちが作ってくれたボンボンを持って、ちび

っこ応援団も熱い声援を送ってくれました。はじめは負けていた点数が

段々と近づき、ついには逆転。まさかの優勝！みんなが驚く結果となり

ました。結果も大満足でしたが、くやしがったり、真剣になったり、笑ったり、参加者が一体となって

できた絆がわんぱくクラブの何よりの宝物となりました。挑戦状をだしてくれたどろん子クラブに、感

謝です。そして、「参加しましょう！」と言って下さった役員さん、ありがとうございました。 

（わんぱくクラブ指導員 石田） 

お互いの役員さんで打ち合わせも何度も行い準備をすすめてきた運動会。 

役員さん同士も顔なじみとなり、２クラブがより近づいた行事となりました。 

 

４月２６日（土） 

 金井学童保育クラブを広く知っていただこうと、開所式を行いました。

様々な方々をお招きしお祝いのことばをいただきました。谷田川名誉理

事長にもご出席いただきました。子どもたちの様子をスライドで紹介、

その後歓談をし、とても和やかな会となりました。 

各方面からお祝いのことばをいただく中で、私たち保護者の知らない

ところで、多くの皆様が子どもたちを支援してくださっていることを知

りました。自治会の皆様は、ボランティアで毎日下校時の子どもたち

の見守りを行ってくださっています。５月より週に１回、金井学童ク

ラブの子どもたちに将棋を教えに来てくださることになりました。ま

た、お隣のころころ学童保育クラブからは、秋に一緒に芋掘りをしま

しょうとお誘いをいただきました。 

この日のために、子どもたちと指導員と手作りのお花やおり紙でテ

ーブルを飾りました。アイロンビーズでコースターを作り、皆様にひ

とつずつお持ち帰りいただきました。 

金井学童保育クラブと保護者、地域の皆様や学校、ボランティアの

皆様のご協力もいただきながら、これから子どもたちが楽しく有意義

に過ごせる場所をつくりあげていくのだなあと実感した開所式になり

ました。            （金井クラブ保護者会役員 伊藤） 

 

 

ご来賓の皆様 

 

・金井小学校    新保校長先生 

・町田市子ども生活部 

児童青少年課   小林様 

・金井町内会    杉田会長 

・鶴川和光台自治会 大崎会長 

・地域の方々    

石井様、小林様、原田様 

・ころころ児童館  内田館長 

・法人理事の皆様 

・法人学童クラブ保護者会長の方々 



  

 

 

鶴川学童保育クラブです。歴史は古く１９６９年７月１日に開設され３８年間公立学童クラブとして

の実績を積んできました。そして今年の４月より当法人の運営となりました。どうぞよろしくお願い申

し上げます。 

場所は、鶴川駅から徒歩２０分くらいの鶴川第三小学校内にあり、周囲を鶴川第二中学校・鶴川中央

公園に囲まれた、みどり溢れる静かな環境にあります。子どもたちは５８人、鶴三小から５７人、鶴二

小から１人が通っています。 

入所式には３年生が司会を、２年生が１年生一人ひとりにペンダントを渡し、“紙ひこうきとばそう

会”をしました。ちょっと緊張していた新入生たちが、紙ひこうきとばしですっかり元気になりました。 

春休みには“買い物おやつ”で近くのお菓子屋さんに一人８０円を手に、おやつの買い物に行きまし

た。初めての体験に目を輝かせる子、買うものが決まらず悩みに悩む子たちなど、その子らしさが出て

楽しい取り組みとなりました。 

桜の花が満開の時期は、近くの鶴の子公園に遊びに行ったり、学童ク

ラブの前にブルーシートを敷いて、全員でお花見会食をしました。いっ

ぱい遊んで、いっぱい笑って、少しずつ仲間の輪が広がりました。 

５月には大型シーツを使って初めての

共同作業“こいのぼり”に挑戦！学年ご

とに、青・赤・黄緑色を中心にして、手

形足形なんでもありの半分ボディペイン

ティング状態の制作となり「やりたくな～い」「きもーい」と遠くで見

ていた子どもたちも、しだいに吸い寄せられて両手両足に絵具をつけて

ペタンペタンと大騒ぎ！指導員の大きな足形も入ってにぎやかなこい

のぼりに仕上がりました。 

５月２６日（月）の一日保育日には、バスに乗って野津田公園に行きました。

暑い日ざしの中、ホッとするような涼しさの山道を３０分ほど歩き、アスレチッ

クのあるわんぱく広場に到着。のびのびと走り回り遊んだあとはお弁当で一休み。

午後は小野路屋敷の池でおたまじゃくし捕りやバラ園の散策を楽しみました。

（池で捕れたのは結局アメンボだけでしたが、「ヘビみたいな魚もいた、何かが

潜んでいるにちがいない！」と大騒ぎ。）毎日が新鮮で元気１００％の鶴川っ子

たち、６月にはひなた村で保護者会共催の交流会を予定しています。 

(鶴川クラブ指導員 青木) 

 

 

 今後の予定 

６月２０日（金） 運営委員会     １９：３０～ 公民館   学習室１・２ 

６月２２日（日） 第６回定期総会   １４：００～ 市民文学館 ことばらんど 

７月 ４日（金） 調査研究委員会   １９：３０～ 公民館   視聴覚室 

         広報委員会     １９：３０～ 公民館   和室２ 

７月 ５日（土） 事務局会議     １９：３０～ 公民館   学習室３ 

７月１８日（金） 保護者会との懇談会 １９：３０～ 公民館   学習室２ 

 

～編集後記～   

現在妊娠８か月。６月から産休に入りました。元気な赤ちゃんを産んで、私も働く保護者の仲間入りです! 

（なかよしクラブ指導員 駒井） 

金井クラブ開所、おめでとうございます！当法人もさらにパワーアップ、新任職員の皆様ファイト！ 

（なかよしクラブ理事 北村） 

『くれよん』は保護者と指導員で構成された広報委員会が毎月発行しています。 

バックナンバーの一部はホームページでご覧いただけます。          http://www.macida-gakudou.com 


